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昭 和40年(10月末） 昭和45年(10月末）昭和50年(10月末）

2,838人 2,335人 2,073人

2,939人 2,352人 2,147人
5,777人 4,687人 4,220人

1,271世帯 1,180世帯 1,101世帯
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（第 1表）専兼業別農家数の推移

区 分 1総農家数1専業農家1塁貞塁町塁嵐塁兼

昭40 885 170 406 309 
実数 45 857 145 404 308 

50 833 1 51 280 422 

△(502.6 ) 139) (126) (113) 
増減率 50/40 2.3 △31.o 36.6 

昭40 100 19 46 35 
構成比 45 100 17 47 36 

50 100 15 40 60 
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運
転
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な
い
。
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さ
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オ）

今
年
の
二
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た

た
農
家
の
皆
さ
ん
。

ま
た
調
査
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
的
な
あ
ら
ま
し
は
す
で
に
新
聞
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
肱
川
町
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
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も
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第
1
表
の
通
り
、
一

0
年
前
そ
の
原
因
は
何
か
を
よ
く
考
ロ人

と
比
べ
て
五

二
戸
（
三
％
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減
え
て
み
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必
要
が
あ
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ま
し
ょ
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四

一

五

人

が
う
か
が
え
ま
す

第
2
表
の
通
り
で
す
。
農
家

る
婦
女
子
農
業
型
で
す
。

第

一
種
兼
業
農
家
は
二
八
〇

の
減
少
に
比
べ
、
こ
の
一

0
年

年

令

別
に
見
る
と
第
5
表

戸
で
四

0
%
（
全
国
は
二
五
・

間
に
一
、
一
四
六
と
激
減
し
て
通
り
で
一
五
才
以
下
が
最
も

四
％
）
と
、
一

0
年
前
と
比
べ

お
り
、
二
戸
当
り
平
均
は
四
．
＜
、

二
五
•
四
％

。

次
に
六

三

一
％
減
っ
て
お
り
農
外
収
入

一
人
と
な
り
ま
し
た
。
オ
以
上
が

ニ
―
•

一
形
で
あ

で
家
計
を
保
っ
て
い
る
農
家
が

農
林
業

に

就
業

す
る
人
も
元
気
で
農
林
業
に
従
事
で
ぎ

増
加
し
て
い
ま
す
。

一
四
九
二
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と
な
り
、
特
に
年
令
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一
六
オ
か
ら
五
九
オ

第
二
種
兼
業
農
家
は
四
ニ
ニ
、男

子
が
少
な
く
な
り
、
逆
に
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五
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・

五
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で
半
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。
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っ
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お
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ざ
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二
％
）
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一

0
年
前
と
比
べ
倍

近
く
に
激
増
し
て
お
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ま
す
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本
町
の
農
家
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大
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分
は
、
農
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が
従
で
農
外
収
入
を
主
に
く

ら
し
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

第
4
表
の
通
り
で
、
農
業
構
と
（
第

5
表
）
一
ぢ
未
満
の
農

造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
、
一

0
家
が
約
七

0
％
を
占
め
、
一
戸

9
5
8

口

形

贔

女

767466

人
年
前
に
比
べ
る
と
約
一

0
形
増
当
り
平
均
面
積
は
八
八
汀
ー
（
八

7
2
O

家

加
し
ま
し
た
。
田
は
、
転
作
奨
反
八
畝
）
で
五
年
前
よ
り

O・

8
2
3
 

5
5
3
農

3

移

主
業

男

う
股
数

366798

，
励
が
実
施
さ
れ
、
町
全
体
で
は
七
砂
ー
（
七
畝
）
増
加
し
て
い
ま

7

推

ち

林

ー

ー
1

|

1

の

の
家
た

t

3

2

9

率

75

あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
普
通
畑

家

者

左

自

し

ー
1

業

女

3
6
4
7
8
3
7

農
'

就

業

ー

8
8
8

口
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
農
政
が
規
模
拡
大
の
方
向
に

す
。
そ
の
―
つ
は
、
「
く
り
園
展
開
さ
れ
た
の
で0

•

五
ぢ
未

一

炉

業

就

男

825847609

人家

30

林

業

農

）

」

の

急

増

で

す

。

満

の

農

家

が

減

っ

て

一

・

五

ぢ

家

農

林

数

61
6092

農

び

農

者

計

必

必

占

非

在，
現
一

0
年
前
に
は
八
九
ぢ
で
あ
か
ら
三
．

0
じ
未
満
の
農
家
が

1
1
1
 

7
6
7
 

非

よ
'

お

269369
人

4

戸

）

ロ

ロ

女

乙

1
1
9010

っ
た
園
が
一
躍
三
八
一
が
訪
と
三
ふ
え
、
一

0
年
前
に
は
三
．

o

3
在

人

ー

4
0
8
1
.

299171

ム
50

ニ
四
・
七
飴
も
増
加
し
ま
し
{以
以
上
の
農
家
は

O
で
あ
っ
た

男
，
＇
，
口

s

温
家

数
。
木
‘

|
1
6
1
5
1
人
（
た
。
今
後
「
く
り
園
」
の
適
切
の
に
、
今
回
は
一
五
戸
に
な
り

●

農

人

な
る
経
営
と
流
通
問
題
は
大
き
ま
し
た
。
果
樹
園
を
含
め
る
と

5
8
4
体
粥

計

'

,

'

全

ふ

体

s
表

4
3
3

全
(

2

分

年

年

年

町

81
な
課
題
で
し
よ
う
。

九

．

0
ぢ
を
経
営
す
る
農
家
も

町

4
0
4
5
5
0
率

区

昭

”

”

R

経

営

耕

地

規

模

別

を

見

ま

す

生

れ

ま

し

た

。

第

R
 

く
ら
し
に
創
意
工
夫
を

C

胆
躙
町
｝

センり

ヽ

（
「
大
切
に
」
運
動
十
二
月
の
目
標
）

（第 4表）

（第 5表） 経営耕地規模別の推移
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り

十

四
時

今
年
度
ま
だ
受
け
て
い
な
い

、
。

0
妊
婦
健
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ま
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／
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検
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、
農
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自
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問
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が
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ろ

肱
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さ
れ
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す
。

食

糧

宇

和

川

十

三

時

三

十

分

ー

協

議

会

）

ー

飼
料
の
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
＇

心
ぃ

"
5
.
洛̀
~
～
]

こ会

こ
と
が
急
務
だ
と
言
わ
れ

る

昨

ん

～

m

．

議
。

.ft、

.g
り

9:'i'tL"
父．、
：．

を
ん

‘;"
.J5
 

•• 
，．砂．

1

＂
合
さ

・['｛‘

見
さ

今
、
こ
の
作
目
に
つ
い

て
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
面
の

・
"
念
[
{:

[

＂

]

、

意
奥

｀
の
と

ご

民
）

問

題

で

す

。

実

[賛

・

住
左

の
（

,
'
｛
"
 

-

：3人
口
〗
‘
り
".`

以
上
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セ
ン
サ
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あ
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ま
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い
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し
で
す
が
こ
の
調
査
結
果
を
基

一

宮

ニ

ロ
5
[
'
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・

し
宮

•
V
.

守
•
こ
亨国
這

に
し
て
農
林
業
諸
団
体
、
各
機

i

i

＿一

西

鵬
ご
攣
"
'

関
と
も
互
い
に
話
し
合
っ
て
、
ぷ'
〗
[
攣
[
:
憂
．
咋
ム

{
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5
.

を
栗
園
、
桑
園
、
開
畑
な
ど
の

将
来
農
林
業
で
生
活
が
で
ぎ
る

0
二
年
生
議
員
と
し
て

事
業
が
実
施
で
ぎ
る
よ
う
に
し

は
一
七
％
と
第
一
住
み
よ
い
町
と
す
る
た
め
の
努
私
は
二
期
目
と
い
っ
て
も
屯
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
事
業
に
対
し
て
町
の
助

議
席
を
得
た
と
ぎ
と
同
じ
く

成
が
必
要
で
あ
る
。

二
位
と
落
ち
、
一
カ
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
方
々
の
腹
の
そ
こ
を
知

っ
て
住
民
の
代
表
と
し
て
正
し

い
誠
の
住
民
の
意
見
を
議
会
の
こ
れ
に
合
せ
て
農
産
物
の
流

歴
史
と
伝
統
の

場
に
お
い
て
発
表
し
、
住
民
と
通
対
策
も
当
然
に
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
是
非
と
も
小
型

あ
る
養
蚕
は
五

て
町

土
地
改
良
事
業
の
実
現
を
…

議
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

政
発
展
の
た
め
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
〇
商
業
に
つ
い
て
一
言

交
通
機
関
の
発
達
ま
た
道
路

る
。
と
に
か
く
議
員
と
し
て
勉

．の
整
備
に
よ
り
時
間
が
短
縮
さ

強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

れ
田
舎
の
商
業
は
都
市
の
商
店

に
く
わ
れ
て
し
ま
い
、
売
上
げ

0
産
業
委
員
と
し
て
一
言

地
場
産
業
と
し
て
、
原
材
料
も
低
下
し
て
お
り
、
従
来
の
よ

の
豊
富
な
産
物
が
あ
る
の
だ
か
う
に
店
に
座
っ
て
お
客
を
待
っ

ら
肱
川
の
特
色
を
出
せ
る
地
元
時
代
で
な
く
出
て
行
か
な
く
て

企
業
を
育
成
す
べ
き
だ
と
思
は
な
ら
な
い
。
い
か
に
お
得
意

ぅ
。
現
在
、
大
谷
、
宇
和
川
両
さ
ま
を
得
る
か
に
つ
き
る
の
で

地
区
に
お
い
て
は
第
二
次
農
業
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

構
造
改
善
事
業
が
実
施
さ
れ
、
「
西
宮
さ
ん
の
家
庭
は
、
お

関
係
地
区
民
は
喜
び
に
た
え
な
母
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
三
人
の
女

い
と
思
う
。
こ
の
大
事
業
は
何
の
子
供
さ
ん
と
の
生
活
。
特
に

人
か
の
共
同
で
な
く
て
は
実
施
町
民
運
動
会
な
ど
の
競
技
で
は

が
で
ぎ
ず
、
特
に
中
規
模
農
家
中
学
三
年
生
の
広
美
さ
ん
を
は

の
育
成
を
考
え
て
、
個
人
が
実
じ
め
本
人
は
も
と
よ
り
足
の
速

施
で
ぎ
る
小
型
の
土
地
改
良
事
さ
に
は
驚
く
。
二
人
そ
ろ
っ
て

業
が
な
い
も
の
か
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
良
い
人
間

個
人
で
行
う
事
業
と
し
て
、
た
関
係
を
つ
く
り
た
い
と
話
し
て

と
え
ば
一
ー
ニ
《
以
程
度
の
土
地
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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（第 6表） 農産物生産 1位の作目別経営農家数
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耕地等面積の推移 （加）

区分IEE 畑 桑園I樹くり園1園柿園地1茶 園 贔そ 草採地
信

計した
な

40 265 193 57 89 2 1 57 664 

45 237 212 62 145 1 2 30 689 

50 202 62 60 386 5 2 2 14 3 729 

増滅0/率 △2.4 △67.8 5.3 324.7 50.0 100.0 ー△73.7 - 9.8 
5 40 

（「大切に」
区分いね麦類 雑穀 1菜野果 樹エ作迂云物他物そ作の酪農養豚荏鶏1枷他そ畜の提蚕

S40 187 10 32 6 D 196 12 34 2 9 99 149 

S50 119 1 1 1 332 59 133 18 10 3 4 100 

S5(J 
(15) (43) (8) 閻 (2) (1) ((13/) 
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入がに がま

誓げ」い部落自慢ばなし
後が五＜
継盛九小小
者ん戸藪藪

が私用温つお・：•'．．． 
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本青れのあ‘ 小藪 堀 井 清 記 男 較業‘では

〗〗言霞〗／冒〗
比専り泉落

祖事しに眺 舟川城番れとしたがくく百添添名で師格さ隣い一
はがいはめ 山舟城奥てしいが行昔ぬx;;谷っ °賑様者んに出番
鹿で肱石は 城の跡のいてた‘わはぎのとた わのでがあす良
野ぎ川鎚大 と形が高る利け現れ炭林谷い北 い日毎大る°い
川るの山変 もをあい°用原在て焼がにう側小で月変大 と
の°流や良 いしる山 さ木はいぎ多は約に藪‘二信師 話

絡野落エたを回て仏アたし栗良 の分地‘冨
大 玄道将部連白事事飲は部施七°夕部のなをく今肱か中沖永
師 関が来落絡石もはむ会落餓月 ゴ落がい植皆は川ら山野広
の にではと道‘進な話合常鬼二 山の印よえに亡栗植町藤氏
温 イぎ小もも大んいはを会°十 に行象°よ→きがえへ徳小
泉小ォヌる畑間で和で°ま持‘ 六 て事的L_ 0山道出‘研氏藪
に藪ヤマで井近ぎ‘い小とつ婦 日 火は°と金に田来皆究のの
表部テ・キあ部にて広る藪ま°人 阿 の春話に六弓たにに三道
険落ク眺ろ落°お常°道らま会 弥国夏 さは‘之と勧行氏田
谷 めうと りと 路なたも 陀心—れ不七助きめきが弓

°も ‘の拡か‘月 堂 の回て自分氏く現‘先之

連中部張っ酒 ー に 念 の い 由 は が ° 在自進助．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
いと元ををる 子校＝
も地し通行保
の域てじう険 ．

明るい郷土に活用 林‘干肱

が社お‘と料 柑月易保険の積立金ーミ・・・ 小正五川
’・学山年町

あ会り間とは 校へょに
りの‘接も‘月皆 な計月険込 まに四金に け険必にな‘ぎりお
まつ簡的 皆づさこっ額現料ま皆すも‘額融こてか要多ど給地、い
すな易に

に
、さきんのて約在はれさ°達五は資れおらと額の食集 て

°が保利 ん払がよお六で‘たん し0 をらり融しの新セ会開は
市 す

り険益 の込加うり兆全本簡が て〇 受のま資簡資‘ン室 ‘ 
は事を町補ま入にま円国年易‘ お万でけ事すを易金増夕‘中昭
深業還村償れし‘す と合八保払 り円にた業°受保を築 l予学和

ひ じ か ゎ (2) 

屈叩姦れば？〗

胃
の
集
団
検
診
で

要
精
検
者
と
診
断
さ
れ
た
方
は
い
ま
す
ぐ
精
密
検
査
を

ー特例納付は12月31日まで一

た認こ納い に そ 納 れ 月 保
°めと額まこなれ月保ま 数険国
らがをまのりだが険すで料民
れ特納でたまけあ料°計の年
ま例めのめす不るの 算納金
しでる未‘°利と未 さ付は

まめはるす税 けぐ三
す-＋方 °第 十 税 所 ま 納十特
°まーは第ニーは得しめ一例
で月‘二期月＋税 よて日納
に三十期分は二第う‘ま付
納十二分の所月二 °有で期
税日月の褐一期 利で間

へをが一所
納税日分へなすは

税お日日得税のまの町年 °‘
務願曜＾税の予で納民金い十
署いの今が月定 ・ 課をま二
ッした年あで納 -受す月

国民年金の受給状況

民
年
金
の
支
給
額
は
、
年
拠
出
、
福
祉
年
金
合
わ
せ
て
、

正
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
受
給
者
六
七
一
人
で
、
九
、
一

は
、
拠
出
年
金
は
、
九
月
六

0
万
円
と
な
り
ま
す
。

ら
約
ニ
ニ
習
、
福
祉
年
金
―
一
方
保
険
料
は
、
加
入
者

月
分
か
ら
六
〇
習
そ
れ
ぞ
二
、
六
六
一
人
が
、
年
間
二
、

上

げ

ら

れ

ま

し

た
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今引十か年改国 国
民
年
金
受
給
額
九

‘
1
0
0万
円
に

ー
十
月
か
ら
引
上
げ
ー
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、
1
、
、
l
9
．
ヽ
ヽ
ヽ
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県
立
自
然
（
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）
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か
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生
き
方
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課
名
を
聞
い
た
だ
け
で
、
お
る
と
き
の
許
可
申
請
（
国
土
（
土
地
改
良
事
業
実
施
に
と
-
-

]
村

づ

く

り

は

「

人

づ

く

り

」

の

信

念

で

町

政

担

当

公

圏

の
指
定
に
つ
い
て
町
民
に
ひ
と
こ
と

i

（
答
）
現
在
の
よ
う
に
不
況
匹

に
は
じ
ま
り

~
よ
その
見
当
が
つ
く

の
が
建
設

利
用
計
画
法
に
よ
り
知

事
の
も
な
う
資
金
の

借
入
れ
お
よ
ii

一

課

で

す

。

許

可

を

受

け

な

い

と

、

売

買

び

償

還

。

）

―

-

再

確

認

し

た

い

・

肱

川

の

良

さ

を

鹿

野

川

園

地

低

成

長

の

時

代

に

は

ど

こ

を

i

~
お
お
む
ね
道
路
や
農
地
水
路
登
記
が
で
き
ま
せ
ん
。
）
二
、
建
設
係

Z

の
整
備
と
今
一

一
お
よ
び
水
道
な
ど
の
口
町
道
の
占
用
許
可
申
請
（
町
ー
一
「
い
ら
っ
そ
こ
で
思
い
き
っ
て
統
合
日
の
自
然
保
養
観
光
地
と
し
み
て
も
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
~

し
ゃ
、
。

」

に
ふ
み
き
っ
た
わ
け
で
す

C

て
の
足
が
か
り
が
で
き
、
産
際
肱
川
町
の
良
さ
を
再
確
認
一

H
建
築
工
事
届
（
建
築
基
準
法
ロ

し
て
大
地
に
し
っ
か
り
根
を
匹

に
よ
り
十
平
方
計
を
超
え
る
一一

と
例
の
柔

和

社

会

へ

巣

立

つ

前

の
三
年
業
開
発
面
で
は
、
昭
和
三
十

＇

v
-

新
設
改
良
、
維
持
管
道
の
一
部
を
一
時
的
ま
た
は

建
物
を
建
築
す
る
と
き
は
届
匹
~
な
笑
顔
で
迎
間
を
町
内
の
各
地
域
か
ら
集
五
年
の
新
農
村
建
設
事
業
で

i

介

理

、

そ

れ

に

災

害

復

半

永

久

的

に

占

用

し

た

い

と

え
て
い
た
だ
ま
っ
て
勉
学
に
は
げ
み
人
と
養
蚕
と
畜
産
の
振
興
を
始
め
は
っ
て
お
互
い
人
と
人
と
の
-

ー一―

―

き

ま

し

た

。

人

と

の

つ

な

が

り

を

も

っ

と

第

一

次

農

業

構

造

改

善

事

業

つ

な

が

り

を

大

切

に

し

な

が

i

紹

吃

建

設

課

の

巻

出

が

必

要

で

す

。

）

”
”
今
日
は
前
町
長
の
池
田
萬
い
う
こ
と
は
、
将
来
肱
川
町
で
稚
蚕
共
同
飼
育
所
を
中
、
い
ら
農
業
に
、
林
業
に
、
商
業
-

口
建
築
物
の
確
認

申

請

口

旧
工
事
な
ど
を
担
当
き
は
、
町
道
占
用
条
例
に
よ

爆`，

と
し
た
養
蚕
振
興
に
、
林
構

に

そ

れ

ぞ

れ

の
分
野
の
中
で

i

（
店
舗
や
車
庫
を
建
て
る
場
二
千
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さ
ん
を
訪
ね
て
い
ろ
い
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
の
プ
ラ

和
{
-
し
て
お
り
ま
す
が
、
り
許
可
が
必
要
で
す
。
）

事
業
で
は
森
林
組
合
の
提
唱

精
を
出
し
、
は
げ
ま
し
あ

っ

-

~
ノ
9,
'

こ
れ
ら
現
業
の
役
か
口
火
薬
類

の
消

費
許
可
申
請
合
百
平
方
認
を
超
え
る
と
き

匹
~
ろ
な
話
を
う
か
が
う
こ
と
に
ス
に
な
る
か
わ
か
り
し
れ
なら

の
と

が
勲
J

で
あ
る
肱
川
林
業
創
設
構
想
て
住
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よ
い
町
づ
く
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に
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一
に
も
次
の
よ
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を
分
担
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農
地
の
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事
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準
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築
基
準
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よ
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築
主
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ご
A
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え
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情
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番
り
ど
こ
ろ
と
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改
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温
こ
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設
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林
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広
汀
氣
議の
の
が


匹
町
政
に
た

、
一
あ
な
た
の
犬
は
野
犬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

庁

舎

建

設

を

記

念

し

て

皆

～

ず

さ

わ

っ

最
近
、

町
内
で
も
野
犬
に
よ

―か
け
な
い
た
め
の
飼
い
主
の
義
＿
て
こ
ら
れ

．
9

へ・
ニ

f

t

ん
え
と
基
盤
整
備
の
た
め
の
ブ
ル
ド

・ロ

5

i
4
1
さ
ま
こ
ー
ザ
ー
の
睛
入
等
土
地
改
良

る
被
害
が
出
て
お
り
ま
す

。

務
や
、
不
用
犬
の
買
し
上
げ
な
~

さ
ん
の
生
活
記
録
を
入
れ
た
タ

；｝、

な
り
た
事
業
と
し
て
農
林
道
の
開
設
i

ー、、、、、ーー、、、、、ーー、、、、iー、、、、、9ー、、、、、し

”
て
、
一
番

イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
く
に
、
「
大
切
」
に
運
動
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

と
来
来
の
基
礎
的
な
も
の
が
i

・

み
た
し
ん

こ
っ
て
い

．

民
あ
浴
さ

う

を

埋

蔵

し

ま

の

十

一

月
の
目
標
に
「
野
犬
の
飼
い
犬
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
-
印
象
に
の

町
だ
こ
田
で
ぎ
た
と
自
負
い
た
し
て
い
一

轡

献

血

の

お

願

い

を

よ

す

退

治

」

を

と

り

あ

げ

、

み

な

さ

止

さ

れ

て

お

り

ま

す
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rた
知
池
ま
す
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し

0
で
ぎ
る
だ
け
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
不
用
犬
は
、
一
頭
五

0
0
円
「
る
こ
と
と

い
っ
た
ら

録

多

く

の

皆

さ

ん

り

ま

す
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買
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上

げ

ま
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か
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毎

月

i

い
も
の
が
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と
信
じ
て
し
（
問
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一
番
う
れ
し
か
っ
た
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次
に
よ
り
採
血
を
行
い
ま
す

m
1
5
の
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品
を
お
寄
野
犬
と
は
、
飼
い
犬
以
外
の
第
二
火
曜
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の
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時
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で
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役
ー
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
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し
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犬
や
、
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令
や
条
例
に
違
反
し
場
ま
で
引
き
出
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て
下
さ
い
。
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ど
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中

学

校

統

合

と

ま

し

た
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こ

と

は

何

で

し

ょ

う

か

。

活

存

0
埋
蔵
す
る
場
て
、
放
ち
飼
い
の
犬
を
い
い
ま
こ
の
仕
か
、
飼
い
犬
が
、
公

i

鹿
野
川
タ
ム
の
完
成
で
す
。
教
育
施
設
の
充
実
と
教
育
（
答
）
昭
和
四
十
五
年
秋
の

i

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。
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づ

効

果

の

向
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に

と

一

石

三

鳥

一

f
i
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1

く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
と

を

ね

ら

っ

た

わ

け

で

す

。

叙

勲

の

栄
に
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こ
と
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□2
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施

日

十

二
月
十
五
日

所

す

。

あ

な

た

の

犬

は

野

犬

で

は

園

や

道

路

な

ど

公

共

の

施

設

や

-ー
い
う
信
念
を
も
っ
て
い
ま
し
一
時
的
に
は
混
乱
が
あ
り
す
，

生

保

庁

舎

屋

上

の

あ

り

ま

せ

ん

か

。

場
所
を
汚
し
た
と
き
は
、

直

？

-
0場
所
お
よ
び
時
間

-
f
c
l
。
ま
し
た
が
、
国
県
諸
先
輩
の
自
ら
も
と
め
て
得
た
職
で
あ
~

01
に

柱

の

中

生

後

三

箇

月

以

上

の

犬

の

所

に

処

理

す

る

こ

と

。

”
当
時
中
学
校
は
四
校
あ
り
、
御
指
導
は
も
と
よ
り
町
民
の
り
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
し
i

大
谷
公
民
館
十
時
ー
十
一
時

た
廿
I
0

収
納
す
る
も
有
者
は
、
毎
年
一
回
役
場
へ
登
飼
い
犬
を
け
い
留
す
る
場
所
~

の

録
し
、
鑑
札
を
そ
の

犬
に
つ
け
お
よ
び
そ
の
周
辺
を

清
潔
に
し
—

-

三

十

分

な
後
書
・
画
・
作
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
一
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
々
と
み
な
さ
ん
の
御
理
解
の
た
ま
た
ま
で
な
の
に
：
…
。

一
保
養
セ
ン
タ
ー
十
三
時
ー

才
-
文
・
写
真
・
テ
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
六
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
~
強
く
む
す
び
つ
い
て
い
て
地
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
町
民
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
~

ー
プ

な

ど

町

内

箇

月

ご

と

に

受

け

さ

せ

な

け

れ

飼

い

主

に

は

、

や

さ

し

い

犬

一

域

で

の

事

業

や

行

事

に

は

そ

す

。

た

か

い

御

理

解

の

た

ま

も

の

-

十
三
時
三
十
分

で
も
、
知
ら
な
い
人
に
は
恐
怖
匹
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
ま
た
鹿
野
川
ダ
ム
の
完
成

ミ
、
全
町
的
な
結
び
つ
き
が
は
肱
川
町
の
開
発
の
拠
点
と
で
あ
り
、
町
民
一
人
一
人
を

i

の
方
の
作
品
な
ら
何
で
も
よ
い
ば
な
り
ま
せ
ん
。

く
：
な
い
の
が
残
念
に
思
っ
て
い
い
う
か
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
代
表
と
し
て
あ
り
が
た
く
お
ー
肱
川
町
公
民
館
十
四
時
ー

0

/
切

県

お

よ

び

町

で

は

、

犬

の

危

を

与

え

ま

す

。

i

ヵ
匹

ま

し

た

。

て

く

れ

た

と

思

っ

て

い

ま

す

う

け

し

ま

し

た

。

四

十

六

時

十
二
月
末
ま
で
に
総
務
課
あ
害
防
止
条
例
を
定
め
、
飼
い
犬
安
全
で
明
る
い
ま
ち
を
つ

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
＿
が
他
人
に
恐
怖
そ
の
他
迷
惑
を
り
ま
し
よ
う
．
‘
‘
‘
‘
、
1
ー
、
、
、
、
i
l
‘
‘
‘
、
i
l
‘
‘
‘
‘
、
ー
ー
、
、
、
、
、
1
ー
、
、
、
、
、
9
|
i
‘
‘
‘
‘
、
I
I
‘
‘
‘
‘
、
!
＇
‘
‘
:
i
‘
‘
‘
‘
、
1
9
‘
‘
‘
‘
、
!
＇
‘
‘
‘
、
i
9
‘
‘
‘
、
i
ー
、
、
、
、
、
ー
し

＂
口
〗

□
｀
臼
〗
[
-
ロ

老

人

ク

ラ

フ

の

一

日

小

学

生

ヮ

イ

ト

シ

チ

ュ

ウ

の

説

明

、

食

II

一
日
小
学
生
II

は
終
り
ま
し

老
人
と
子
供
達
が
な
ど
な
ご
や
か
。

べ
方
を
教
わ
り
、
子
供
達
の
用
た
。

意
し
て
く
れ
た
給
食
に
慣
れ
ぬ

―つ

の
教
室
で
共
に
勉
強
し

校学
一
緒
に
生
活
す
る
中
老
人
の
平
均
年
令
は
六
十
七

11
で
、
心
の
ふ
れ
あ
ぃ

オ
。
六
十
年
昔
の
小
学
校
時
代
手
つ
ぎ
な
が
ら
味
を
か
み
し
め
合
っ
た
一
日
の
体
験
、
こ
の
一

即
を
求
め
、
お
互
い
の
に
帰
っ
て
感
慨
深
げ
で
す
。

て
い
ま
し
た
。

日
は
、
子
供
達
に
と

っ
て
も
お

た
役
割
り
を
理
解
し

ょ

現

在
の
教
科
の
内
容
や
学
習
午
後
は
掃
除
の
あ
と
反
省
を

と
し
よ
り
に
と
っ
て
も
貴
重
な

う
と
、
十
月
二
十
三

の
し
か
た
に
、
と
ま
ど
い
な
が
か
ね
た
話
し
合
い
で
す
。

体

験

と
し
て
今
後
の
生
活
に
生

きで

ら
熱
心
で
す
。

老
人
代
表
か
ら
昔
の
小
学
校
か
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

で
日
正
山
老
人
ク
ラ
プ

生
活
の

資
の
う
ち
十
八
人
が
正

様
子
や

融
山
小
学
校
の
三
年
生
ま
ず
国
語
は
、

「
と
ら
の
子

に
な
り
ま
し
た
。

の
お
か
あ
さ
ん
」
と
い
う
事
実

元

い
つ
も
は
十
五
人
物
語
の
読
み
と
り
、
大
ぎ
な
声
民
話
そ

還の険

の
教
室
も
こ

の
日
は
で
本
を
読
み
、
感
想
を
発
表
し
し
て
子

保

三
十
二
人
の
同
級
生
合
い
ま
し
た
。

供
達
に

と
な
り
に
ぎ
や
か
で
算
数
は
割
り
算
、
図
工
は
竹
「
ね
ば

易簡

ベ
ン
を
使
っ
て
人
物
の
ス
ケ
ッ
り
の
あ

す
。

チ
、
お
と
し
よ
り
と
子
供
達
が
る
子
に

午
前
八
時
二
十
分

」
な
ど

か
ら
朝
の
会
、
自
己

向
い
合
っ
て
、
お
互
い
の
顔
を

ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

多
く
の

紹
介
に
「
皆
ん
な
に

メ
ガ
ネ
の
じ
じ
い
と

い
び
ら
れ
と
る
泉
じ
音
楽
は
「
も
み
じ
」
の
歌
唱
話
が
出

ゃ
。
」

練

習

と

リ

ズ

ム

唱

。

さ
れ
、
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子どものかいた‘｀一日小学生、
のおじいちゃん


